（別添様式１）
平成２４年度当初予算　
支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名:新 　安全安心の清流の国づくり研究開発プロジェクト事業費


　　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　総合企画部 研究開発課 研究開発担当　電話番号：058-272-1111（内2484）

　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費：


　要求額：16,000千円（前年度予算額：　0千円）

	要求内容


	１　要求の内容


近い将来に発生が危惧されている「東海・東南海・南海地震」や近年多発している豪雨災害などから県民の生命財産を守るために、地域において迅速に取り組むべき課題を選別（既存産業技術の応用含む）し、試験研究機関が結集して、防災・減災、被災者支援、クリーンエネルギー等に関する課題解決にあたる。
　【災害に備え、県民が安心して暮らせる研究分野】
　　・防災情報システムの高機能化
　　・停電時に有効な非常誘導用建材の開発
　　・被災者のストレスフリーをかなえる機能性繊維素材の開発（保温性、遮熱性、
吸湿速乾性など）
　　・避難所生活において快適環境を提供する高機能建材の開発（遮音・吸音性、
断熱性、簡易組立性など）
　　・農地被災を克服する農産物の低コスト隔離栽培技術の開発
　【自然環境を守り、自然エネルギーや地域資源を有効活用する研究分野】
　　・森林の水土保全機能を高める森林制御手法の開発
　　・間伐材、食品廃棄物等を活用したバイオ燃料（バイオディーゼル、バイオエタ
ノール等）の効率的生産技術の開発
	２　所要経費


（１）賃金・共済費 1,867千円

（２）旅費　　　　 1,419千円
（３）需用費　　　 4,882千円（消耗品費4,026、修繕料他856）
（４）役務費　　　 1,157千円
（５）委託料　　　 1,910千円

（６）使用料及び賃借料　957千円

（７）備品購入費　 3,597千円

（８）負担金　　　　 211千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅰ 安心して暮らせる岐阜県づくり
　　６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる
　Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
    １ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
    ２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　　１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
　　２ 循環型社会づくりと地球温暖化の防止に取り組む
　　３ 自然環境等を活用した新たなエネルギーをつくり出し、活用する
	２　これまでの取組状況


・県の研究機関では、産業界や行政からの要望に応じて、業界の様々な課題に対応した研究開発を実施している。
・本年３月の大震災以降、工業製品・農産物の放射線量測定、防災製品の開発、省エネ技術の開発、脱原発に向けた自然エネルギーの活用など、多岐にわたる相談が寄せられている。
・これらの業界からの相談・要望に対して、現在までの技術シーズを基に技術相談、依頼分析等で対応しているが、新たな課題に対しては研究開発が必要である。
	３　これまでの取組に対する評価


・業界からの相談・要望に対しては、研究機関が有する技術シーズを基に技術相談、依頼分析等で対応しているが、新たな課題に対しては研究開発が必要である。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
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	前年度

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	16,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,000

	決定額
	16,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,000


